
 

 

 

 

 

 

外国から来たお客さんとも、すぐに打ち解ける社交的な藤田さん。 

 

Q. かなの家は、好きですか。     はい。 

Q. どんなところが好きですか。    みんな明るくて、楽しいところ。 

Q. 最近、楽しかったこと、嬉しかったことはありましたか。 

  みんなと一緒に仕事したり、ダンスしたり。 ベジータ（川崎君）とあそんだり。       

先週、サッカー大会に出れた。 

Q. 休日は、どんなことをしていますか。 

  図書館でゲーム本を借りたり、水泳やお出かけをします。 

部屋で海外・韓流ドラマを観たりする。布団たたみ、食後の片づけ、 

洗濯物干し、掃除等、お母さんの手伝いもする。 

 

Q. これからの目標は、ありますか。 

  できることを増やしたい。英会話にチャレンジして、 

通訳なしで話せるようになりたい。外国のラルシュを見てみたい。 
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「かなの家インタビュー」 ～ 藤田 博文さん ～ 

まどいの昼食後の皿洗い 

毎日かなの家に行くことを、楽しみにしています。居心地の良い場所がある事は、幸せなことだと思います。 

帰宅後は、音楽を聴いたり、ゲームをしたりしています。週末は、街歩きと散歩が定番です。身近にある自然 

（木や花、鳥、鯉など）の写真を撮るのが好きです。      ―お母様からコメントをいただきましたー 

 

明るいカナの家の仲間          理事 芹澤 道也 

 

 
カナの家とは最初の頃からいろいろと関わっていました。昔は石けん作りだけ

でなく古紙の回収もしていました。古紙回収は皆が協力して楽しい作業でした。 

活動内容は少しずつ変わってきて、今はカレンダーやカステラまで作るようです。 

これからもたくさんの製品を作ってください。楽しみにしています。 

 私はあまり多く手伝えません。でも、会うとカナの家の皆さんの顔はいつも明

るくて楽しそうで、なぜか心が温まります。 カナの家の仲間を大切にしている

良さがわかります。 

かなせっけん いつも大切に使っています。使いごこち ばつぐんです。             

                      ― 静岡県富士市 ○○恵美子様 －   （2016・9・30） 



田浦実さん 還暦祝い 

ラルシュかなの家の仲間としての創立者である田浦実さんの還暦を祝う

ことができました。還暦祝いには実さんのお兄さんご夫婦が参加してくれま

した。そのほかに、創立アシスタント、近くに住んでいる実さんの友人、昔か

らお世話になっている人、シードグループのぶどうの家のアシスタントが招き

に応えてくれ、恵みの時となりました。 

実さんらしい還暦祝いにしようと、テーマはプロレス。 ミノル・ハンセン

（スタンハンセン）対ドックンカラス（ミルマスカラス）、なんと、還暦祝い

がプロレス会場に。実さんが次々と対戦相手を倒していき、強烈なラリア

ートが私にも・・・！？それから、一人ひとりが実さんへお祝いの言葉やダン

ス、歌を贈りました。 

 

幼いころの実さんは東京の甲の原学園にいて、その後山梨にあるヨハネ学園で生活していました。２０歳の時、静岡に来て、

廃品回収を仕事とした生活を始めました。実さんの人生の旅は、入所施設から小さなコミュニティ生活へと移りました。 

かなの家の始まりは、援助が少なく廃品回収で生活費を稼がなければなりませんでした。夜遅くまで仕事をしていたことを覚

えています。かなの家を辞めていった仲間もいましたが、実さんはかなの家の生活を続けてくれました。４０年間かなの家を支え

てきた実さんの歩みの尊さ。 

実さんの歴史は、かなの家の歴史でもあります。 

仕事、自立を優先していたコミュニティの始まりから、つながること、

祝うことの大切さを知るようになったラルシュとの出会い、コミュニティ

生活の中心ともいえる多くのぶつかり合いとゆるし合い。そのラルシ

ュかなの家の旅に、実さんは最初からいてくれました。 

実さんへの尊敬と感謝の思いを祝うことができた喜びは、よくかな

の家で歌う「見よ兄弟がともに座っている。なんという恵みなんという

喜び」という歌詞そのままでした。実さん還暦おめでとうございます。

これからも一緒に歩んでください。           （言・げん） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続 アシスタントな ひとこま その 3 

 

また、皆を笑わせるのが得意ななかま

のものまねをアシスタントが挑戦してい

るのを、さらにまねをするという細かす

ぎて分からないものまであり、もう訳が

わからなくなっています。 

 

 

 

（豊・ゆたか） 

いま、かなの家では物まねが流行っていま

す。「おに軍曹」と自分の事を自虐気味（？）

に言うアシスタントの決まり文句を、なかま達

はよく真似しますが、今では「おに軍曹」から

何か注意されると、そのまま全てを真似してし

まいます。これが結構似ていて面白いです。 

また、ある人は他のなかまの口ぐせである

「ターオール」の物まねや、女性アシスタント

が「だーめー」と注意する物まねを家に帰って

やってみても、家族の人に「わかってもらえな

いのー」と私にぼやきます。 

実さん（中）とお兄さんご夫妻 



長年の願いとチリ積りの貯金で、ついに実現！ 外国のラルシュを訪ねました。 

 

2018年１月 8日～19日まで、メキシコ ドミニカ に行きました！ 

ラルシュにも、行きました。ゆあささんの友達が迎えに来てくれました。ドライブ、 

ビーチに連れてってくれました。野良犬がたくさん、いました。食事は、美味しい

所もあったけど、まぁまぁの所もありました。行って良かったでした。 

（政一・まさいち） 

  

 

2018 年１月１４日～１９日まで、台湾のグループを訪ねました！ 

台湾の作業所で作ったマンゴーをおみやげにもらいました。台湾の焼きそばがおいしか

ったです。楽しみにしていたヘビはおいしくなかったけど、台湾の司教さんから、十字

架をもらって嬉しかったです。                （安一・やすいち） 

               

行った日の飛行機に乗って良かった。色んな所を歩いて案内してもらった。台湾の辛い

ラーメンを食べた。なかまの住んでるところや作業しているところも案内してもらった。

また、行きたい。                        （実・みのる） 

                      

やすいちさんの台湾へ行ってみたいという長年の夢の話しからはじまり、ちょうど今年

の一月に還暦を迎えることになっていたみのるさんも旅に加わることになり、みのる・

やすいち・シミの台湾珍道中が実現しました。台湾にはまだラルシュはありませんが、

かなの家もお世話になっているラルシュ・インターナショナルのエンボイ(大使)である、

スーウェンが親しくしている台湾のコミュニティでの講演会、過去にかなの家で滞在経

験のあるアシスタントたちとの再会に加え、観光も楽しむことができました。みのるさ

んは、大勢の人が集まった講演会でかなの家の創設メンバーとして堂々と語り、やすい

ちさんは、得意の演芸で会場を盛りあげてくれました。 

私にとって今回がかなの家のなかまとのはじめての旅でしたが、「人と関わりを恐れの

ない」なかまの賜物がキラキラ輝く、また、笑いの絶えない、一生忘れられない時間に

なりました。 

今回の旅は、みのるさんとやすいちさんがこれまで長年一生懸命働いてきた自分自身へ

の労いの旅であるとともに、台湾のみなさんの多くのサポートにより夢が実現しました。

また、送り出してくださったかなの家のみなさんとそれぞれのご家族にも感謝していま

す。みなさん、ありがとうございました。             （心寧・シミ） 

 

2017 年 12 月に１週間、ウクライナのラルシュ共同体を訪問しました！ 

2016 年 夏に行なわれたイベントで、ウクライナにあるラルシュ共同体のメンバーと親しく

なり、いつか訪ねてみたいと思うようになったのが、この訪問のきっかけです。ウクライナの

共同体にはグループホームがなく、作業所とショートステイ用のホームが共同体の中心です。

私はショートステイ用のホームに泊めてもらい、いくつかの作業所を訪ねました。作業所では、

キャンドルやクリスマスカード、イコンの製作等をしていました。 

文化も言葉も、環境も日本とは異なりましたが、「関わりの中で生まれる人のぬくもり」を感じ

ました。私を温かく迎えてくれた、ウクライナの友人たちに感謝します。 （愛実・まなみ）          

メキシコラルシュの仲間の人が、 

教会や買い物を誘ってくれました。 

懐かしいフェイン（左）スーチュン（右）と 

堂々と語る実さん 

台湾コミュニティの皆さんと 

実・安一・シミの珍道中 

ウクライナラルシュの人々

と 



他者の弱さを受け入れるとは、その人のかたわらに座って、互いにとり

とめのない話をするようなことではありません。それは、失望することな

く信頼し合い、共に歩み続けることであり、一方では自分について、「私

には光と闇、強さと弱さ、いのちと死という矛盾した面がある。私は神で

はなく人間であり、すべての人がそうであるように、たちまち傷つき、挫

折してしまう存在である」と承知していることです。 

～ジャンバニエ、小さき者からの光より～ 

 

 

ラルシュ アジアフォーメーション 2018 

 

2018 年 5月に日本、アジアのラルシュ関係者が集まり、アジアでの（とくに東アジア、フィリピン）ラ

ルシュのアイデンティティと使命を考えていく研修会を予定しています。 

ヨーロッパ、カナダ、アメリカなどに多くあるラルシュコミュニティは、アジアにほとんどありません。 

ラルシュかなの家としては、日本の静岡市安倍口新田、足久保で、ラルシュコミュニティとしてどのよう

に成長できるのか考える研修会になると思います。 

 

参加者は名古屋、千葉にあるラルシュシードグループ、横浜、北海道からラルシュに興味のある方々、優

生思想から自由になることを探している安積遊歩さんも来てくれます。 

アジアからはフィリピンのラルシュ・プンラ、韓国のシードグループ、台湾のグループ、中国から 3 つの

グループが来ます。中国の参加は初めてとなります。 

そして、企業から（株）エーザイの知創部の

高山さん、高山さんの友人でありかなの家を支

援してくださる堀口さんが参加してくれます。

このお二人はラルシュ、ジャンバニエをとおし

てかなの家を知ってくれるようになりました。 

 

ラルシュインターナショナルからくる担当者

またエンボイのスウェンとともに、アジアのラ

ルシュとして、私たちらしさと使命を見出し、

成長できることを願っております。 

 

 

 

 

 

 

 

周りの欠点に意識がいくときほど、自らの内にある弱さを忘れていることに気づかされます。貧し

い自分と向き合うことは思っている以上に容易ではありませんが、そんな自分と少しずつ友になって

いけますように。                               (心寧・シミ) 

旅行先のシャンプーでは髪がばさばさになってしまいますが、 

かなせっけんのシャンプーとリンスでつやが戻ります。       ― 埼玉県越谷市  ○○雅美様 ― 

（2016.4.4） 

http://www7.plala.or.jp/kananoie/DailyThoughts.html
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１０月と１１月。 すまいのなかまと共に新幹線で２つの小旅行をしてきました。 

 とある方から鎌倉市にある栄光学園中学校の授業でかなの家の

話をするようにお誘いをいただき、１０月に青野さんと私で栄光学

園に行くことになりました。 青野さんは実家が静岡のため、 あま

り新幹線に乗る機会がありません。 往復の移動の際には新幹線を

用い、 青野さんも新幹線から見える景色を楽しんでいました。 最

も普段はルルカを使っているため、 新幹線の切符を自動改札に入

れる時は少し戸惑っていましたが。 

 

 最初の目的地は横浜市にある私の実家。 夕食に母がつくってくれたコロッケを青野さんは実に美味し

そうに 食べており、かなの家に戻ってからも「 コロッケおいしかったっけねー」と言ってくれました。 

実家に一泊し、朝５時半に出発して栄光学園に向かいました。 実家から栄光学園に向かう途中、 青野さ

んは東海道線のグリーン車に注目し、「車両が２階建てだ」 と驚いていました。 確かに静岡駅に泊まる

東海道線には２階建ての車両はあまりないように思います。栄光学園では４クラスの授業の中で４回、 

かなの家の話をさせていただきました。 ４時間に渡る長丁場でしたが、 青野さんは毎回自己紹介をして

くれて、 長い時間をしっかりと耐えてくれました。青野さんの礼儀正しさと優しさが生きた小さな旅だ

ったと思います 。 

１１月の小旅行は日本聖公会の神田キリスト教会。 

秋葉原の電気街の真っ只中にある教会です。 日本キリス

ト教協議会のイベントで、 牧師先生や信徒の前で一時間

ほど話をさせていただきました。 同行するのはかなの家

の歌手・仁さん。講演ではラルシュの説明と「なぜ自分が

かなの家に来たか」という話をし、その後、 パワーポイン

トでたくさんのかなの家の写真を見てもらいながら説明

をしました。特筆すべきは、パワーポイントで説明する際 

の、 仁さんの説明の上手さ。「これは松永さんの結婚式の写真で、 ぼくは（長渕剛の）『乾杯』を歌いま

した」 と堂々と説明してくれました。秋葉原の雑多な雰囲気を仁さんも私も楽しみました。 

 

 栄光学園と神田キリスト教会への小旅行。 双方ともなかまの賜物を感じ、 充実した時間を過ごすこと

ができました。 なかまとアシスタントが同行し、ラルシュの理念やかなの家の雰囲気、 なかまの賜物を

何となく伝えることができたのではないかと感じています。          （平石・ひらいし） 

ラルシュ・かなの家 
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